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篭器静‘鷲讃 
すまぬ㈱おや命の

忠
義
ア
ク
、
＞
ヨ
ン
辱
翠

で
禽
傍
目
行
動
レ
を
行
い
．
榊

人
磐
葛
重
縁
レ
．
デ
モ
窪

古
び
か
け
人
の
田
口
桑
が
1
労

農
厚
薄
．
何
と
し
て
る
鯨
利

手
匪
雇
酋
稲
の
＊
癖
園
舎
に
改

嚢
の
襲
撃
鶉
レ
十
秒

百
馨
黒
蜜
止
め
よ
う
，
古
詩

柔
捺
教
塵
や
雇
厚
放
り
種
か

藍
擬
鋳
老
・
窒
表
現
．

4
回
卑
こ
畏
変
型
各
室

ゝ
8
日
げ
軍
人
経
営
詳
セ
ン
タ
ー

雪
害
ご

在
ノ
・
両
雄
の
溶

㊨
鱗
雲
S
と
南
海

吻
露
で
勘
蕗
沢
で
そ
し

て
沼
雪

そ
の
後
約
秒
拝
所
か
ら

嶺
の
栄
琶
磐
登
で
。

直
延
を
8
藁
ら
行

の
蛤
で
い
ま
す
。

詔
の
あ
る
多
野
河
佐
ノ

政
審
憂
を
の
人
の

多
謝
尊
前
緯
軍
港
の
エ
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り
謁
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護
り
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い
で
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I

．
平
和
八
日
申
掛
け
橋
l
Z
L

載

月

州

乱

射

川

名
繚
鷲
宮
に
箆
藍
盤
寄
る
ィ
駁
牽
毛
護
り
っ
ぐ

つ
り
U
L
が
約
か
帆
∴
紺
l
勇
人
登
叫
∵

擢
持
1
C
人
種
・
坐
誓
据
置
－
病
癖
盟
箆
の
高

彦
っ
た
武
田
で
ん
（
卯
ズ
｝
驚
後
の
鵜
誌
名
の
な
か

謡
条
感
冒
零
室
賀
な
ど
事
象
＜
高
犠
牲
雪
雲
母

君
へ
三
尾
ゑ
聾
産
孫
与
今
、
開
雷
の
語
り
坪

と
レ
吋
ひ
ざ
出
版
呑
舟
籍
伝
え
で
」
と
活
動
。

粗
園
殊
寓
語
縛
の
申
婿
さ
ん
吟
遊
遊
行
の
前
本
塩

書
直
〝
2
人
の
五
″
藍
階
梯
レ
イ
宮
中
の
繊
度
伸
に
な

フ
て
乎
紳
菖
弥
レ
在
日
」
と
詫
り
斉
し
序

弓
も
e
a
b
t
q

夷
を
葛
各
．
宴
撃
を

今
ふ
否
そ
と
を
舅
ク

と
迎
撰
電
圧
を
疾
恵
か
広

が
フ
て
い
膏
ノ
。

い
古
い
よ
闘
い
ば
恵

碑
溺
愛
凄
、
国
種

の
カ
や
市
環
の
帝
政
へ
。

㊨
　
金
魚
巧
め
弓
の
遼

軽
盈
蓋
冒
す
。

ウ
リ
咲
籍
の
軍
直
音

葛
に
凝
U
で
．
襲

傷
し
て
接
す
。
含
み
鴇

親
側
毎
月
楓
毎
度
Y
お

宅
演
能
化
に
よ
る
嬉
水

蜜
の
富
国
、
と
。

廼
悪
銭
看
つ
け
で
／

②
害
ち
だ
帰
っ
て
一

題
周
、
轡
に
な
り
・
新

し
さ
か
つ
の
り
召
す
。

（
8
月
幻
早
紀
）


